
内容紹介①	

　 聴覚障害者が社会的自立を果たす上で必要である情報保障を、宿泊施設の
事例から学ぶ内容となっています。	  
　 また、情報社会が進んでいても、まだなお聴覚障害者が生活のなかで情報不

足を感じる場面が多くあることを踏まえて、聴覚障害者自身が社会にどう働きか

けるべきなのかを考え、議論させることで課題解決能力を育てます。	

２．議論	  
　 宿泊時の問題点（不便な点、不安な点）を整理する。情報収集・予約、チェッ

クイン、宿泊の場面別に、各グループから１つずつ出してもらう。その中で「情

報保障」「コミュニケーション保障」の概念で整理する。	  
² 宿泊室のドアにあるセーフガードの役割とは？	  
² 宿泊施設側としての理解促進と、宿泊者側としての「聞こえないこと」の伝達

などが取組課題として挙げられることを確認。	

内容紹介②	

　 同じ聴覚障害のある先輩が経験した内容から聴覚障害者観と社会的背
景を学ぶことで、自分との共通点、相違点をを見つけます。	  
　 さらに、デフコミュニティのモデルを提示して、デフコミュニティとろう者文

化について知り、自分の立ち位置、社会との関わりについて改めて確認を

することができます。また、今後の自分の社会との関わり方、将来につい

て考える機会を与えます。	  

２．議論	  
　肥田氏の経験との違い、1960年代当時の	  
世間の障害者観について考える。	  
² 1960年代に高校や大学への入学が断られたのはどうしてだろう。	

² 1960年代の肥田さんとあなたの現在の経験で全く違う点はどういうもの
だろう。	

² 逆に、時代が違っても共通している面は何だろう。	

１．同じ聴覚障害のある先輩の話を聞く（学ぶ）	  
　「自分史（肥田弘二氏）」の話を映像で流し、ワークシートにまとめる。	  

３．コミュニティの概念、文化との関係性について（まとめ）	  
　 Baker	   &	   Cokely	   1980のモデルを説明、デフコミュニティへの参加ルートの

確認をする。狭義的、広義的見方についても話し合う。 	  
² 手話の出来ない聴覚障害者も聞こえる人もデフコミュニティの構成メン

バーとなりうる。	  

１．情報保障とコミュニケーション保障の違いを考える（導入）	  

３．学ぶ	  
　情報提供：聾学校寄宿舎の火災事故について知る。	  
　映像視聴：最新の情報アクセシビリティ機器の種類について知る。	  
　　　　　　　　（手書き電話、聴導犬、光・振動機器など）	

４．宿泊施設の優れた取組例について（まとめ）	  
　宿泊施設が光・振動機器をいくつ用意すれば良いのかという発問をして学生

に考えさせる。地域の観光協会やホテルグループで対応している例を紹介する。	  

第４回：「コミュニティ」	

聴力喪失について	  
高等学校までの教育歴について	  
高等機関での学修について	  
就職について	  
ろうあ運動について	  

第２回：「宿泊施設の情報・コミュニケーション保障」	
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